
当
社
グ
ル
ー
プ
の

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
歩
み

当
社
は
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
向
上
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
当
社

の
持
続
的
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

「
自
ら
考
え
、
決
断
し
て
実
行
す
る
」
自
律
型
人
財

の
育
成
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
、
健
康
経
営
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

特
に
、
当
社
は
ベ
ビ
ー
用
紙
お
む
つ
等
の
育
児
関

連
商
品
を
生
産
・
販
売
す
る
企
業
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
２
０
１
７
年
に
育
児
目
的
休
暇
「GO

O
.N

す

く
す
く
休
暇
制
度
」
を
導
入
、
翌
１８
年
に
は
事
業
所

内
保
育
所
「GO

O
.N

す
く
す
く
は
う
す
」
を
開
設

す
る
な
ど
、
社
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
策
に

注
力
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
、
２
０
１
９
年
に
は
社
長
を
委
員
長

と
す
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
会
」
を
設
置
し
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
推
進
す
る
た
め
の
議
論
や

意
思
決
定
を
行
う
体
制
を
整
え
た
。
ま
た
、
２
０
２

１
年
に
は
人
事
部
か
ら
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

部
」
を
独
立
さ
せ
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
推
進
に

向
け
た
諸
施
策
の
実
効
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

他
方
で
当
社
は
、
女
性
活
躍
推
進
の
一
環
と
し
て
、

採
用
や
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
の
向
上
に
も

努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
働

き
方
改
革
な
ど
、
多
様
な
人
財
が
活
躍
で
き
る
環
境

整
備
の
た
め
の
施
策
を
実
行
す
る
中
、
そ
れ
で
も
な

お
、
女
性
が
出
産
や
育
児
を
理
由
に
キ
ャ
リ
ア
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

女
性
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
男
性
が
積
極
的
に

育
児
に
関
わ
る
必
要
が
あ
り
、
男
性
社
員
の
育
児
休

業
取
得
推
進
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
前
述
の
「GO

O
.N

す
く
す
く
休
暇
制

度
」
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
社
員
に
５
日
間
の
分

割
取
得
可
能
な
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

２
０
２
１
年
度
に
は
、
男
性
社
員
の
同
制
度
利
用
率

は
96
％
に
ま
で
向
上
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
制
度

を
除
く
育
児
休
業
制
度
の
取
得
率
は
年
間
で
６
％
以

下
と
低
迷
し
て
お
り
、
男
性
社
員
へ
の
さ
ら
な
る
制

度
取
得
推
進
策
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
２
０
２
１
年
１
月
に
、
経
営

層
・
管
理
職
層
を
対
象
と
し
た
男
性
の
育
児
参
画
に

関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。
同
年
４
月
に
は
、
社
長

が
「
経
営
戦
略
と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
」

に
つ
い
て
全
社
員
に
向
け
て
発
信
し
、
男
性
の
育
休

取
得
の
重
要
性
を
説
い
た
。
さ
ら
に
同
年
５
月
、
社

長
が
男
性
社
員
の
育
休
取
得
率
１
０
０
％
達
成
を
目

指
す
こ
と
を
社
内
外
に
向
け
て
宣
言
す
る
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各
施
策
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

あ
わ
せ
て
、
男
性
が
積
極
的
に
育
休
を
取
得
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
育
休
を
取
得
し
や
す
い
仕
組

み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
２
０
２
２
年
４
月
、

出
産
予
定
日
の
３
カ
月
前
ま
で
に
出
産
予
定
を
人
事

大
王
製
紙
取
締
役
常
務
執
行
役
員

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
総
務
人
事
本
部
長

田たなか
中
幸ゆきひ

ろ広

男
性
社
員
の
育
休
取
得
率
１
０
０
％
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
と
課
題
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部
門
・
上
長
へ
連
絡
す
る
ル
ー
ル
を
設
け
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
育
休
対
象
者
と
会
社
の
双
方
が
事
前
に
育

休
取
得
に
向
け
た
準
備
に
取
り
か
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
育
休
取
得
中
の
業
務
の
カ
バ
ー
も
ほ
ぼ
想
定
ど

お
り
遂
行
で
き
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、
役
員
か
ら
男
性
社
員
に
向
け
た
育
休

応
援
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
、
父
と
子
の
ふ
れ

あ
い
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
等
、
育
休
取
得
へ
の
心
理
的

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
施
策
を
次
々
と
実
行
し
、
２
０

２
２
年
度
の
男
性
育
休
取
得
率
は
83
％
ま
で
向
上
し

た
。

男
性
育
休
取
得
推
進
策
を
通
じ
た
効
用

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
た
主
な
効

用
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
社
長
を
は
じ
め
全
役
員
が
働
き
方
改
革
を

率
先
垂
範
し
、
社
長
が
「
男
性
育
休
１
０
０
％
取

得
」
と
「
取
得
日
数
14
日
間
以
上
」
の
方
針
を
明
確

に
打
ち
出
す
な
ど
、
継
続
し
て
施
策
を
実
行
し
て
き

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
取
得
率
向
上
の
た
め
だ
け
に
育

休
を
取
得
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
全
社
員
に
理
解

さ
れ
、
２
０
２
２
年
度
の
平
均
取
得
日
数
は
、
32
日

間
と
目
標
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

次
に
、
前
述
の
と
お
り
、
出
産
予
定
日
の
３
カ
月

前
ま
で
に
出
産
予
定
を
会
社
に
共
有
す
る
運
用
に
変

更
し
た︵
さ
ら
に
出
産
２
カ
月
前
に
は
育
休
取
得
計

画
を
確
認
し
、
取
得
の
１
カ
月
前
に
育
休
取
得
予
定

を
確
定
す
る
︶こ
と
に
よ
り
、
会
社
は
対
象
者
の
育

休
計
画
を
事
前
に
把
握
し
、
育
休
中
の
業
務
分
担
等

に
つ
い
て
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
育
休
対
象
者
と
管
理
職
は
「
父
親
学
級
の

研
修
」
を
受
講
し
て
い
る
。
男
性
が
な
ぜ
育
休
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
管
理
職

や
各
職
場
の
社
員
が
育
休
取
得
を
積
極
的
に
応
援
す
る

よ
う
に
な
り
、
対
象
者
の
育
休
取
得
が
促
進
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

製
造
業
で
あ
る
当
社
に
と
っ
て
、
今
後
の
課
題
は
、

特
に
操
業
現
場
に
お
け
る
育
休
取
得
率
の
向
上
で
あ

る
。
育
休
の
た
め
に
人
員
が
一
時
的
に
減
っ
た
現
場

で
は
、
残
り
の
メ
ン
バ
ー
が
残
業
で
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
の
た
め
「
周
り
に
迷
惑
が
か
か
る
」
と

い
う
気
持
ち
が
先
行
し
、
育
休
取
得
を
躊
躇
す
る
社

員
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
育
休
対
象
者
の
心
理
的
な

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
育
休
を
取
得
し
や
す
い
運
用
に

つ
な
げ
る
た
め
、
定
員
外
で
代
務
要
員
を
確
保
し
、

育
成
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
男
性
社
員
の
育
休
体
験
談
を
社
内
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
継
続
し
て
発
信
す
る
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い

る
。
育
児
の
苦
労
に
関
す
る
生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、

育
児
経
験
が
な
い
社
員
も
育
休
取
得
の
趣
旨
や
必
要

性
を
理
解
し
、
職
場
全
体
が
男
性
の
育
休
取
得
に
一

層
協
力
す
る
風
土
に
変
え
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
育
休
だ
け
で
な
く
介
護

休
業
等
に
も
同
様
に
展
開
し
、
柔
軟
に
運
用
す
る
こ

と
で
、
何
ご
と
も
社
員
が
一
体
で
運
営
す
る
、
強
い

組
織
を
構
築
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

当
社
は
、
中
長
期
的
な
競
争
力
の
向
上
や
人
財
の

多
様
性
実
現
に
向
け
て
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
支
援

策
の
拡
充
と
と
も
に
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や
生
産

性
向
上
を
狙
い
と
し
た
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
後
も
継
続
し
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備
を
進
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
働
き
方
を
実
現
し
て
い
く
。

コロナ対策としてテレワーク開始

社長による「経営戦略としてのダイバーシティ推進」について
全社員へ発信

の運用開始、
『父親の仕事と育児両立読本』（パパ読本）の作成・配布開始

育児目的の短時間勤務を小学校3年生の学年末まで拡大2015年 4月
育児目的休暇「GOO.Nすくすく休暇制度」の導入2017年 10月
事業所内保育所「GOO.Nすくすくはうす」の開設2018年 4月
「ダイバーシティ委員会」の設置2019年 7月
アンコンシャス・バイアス研修の開始2019年 9月
「フレックスタイム制度」「時間単位年次休制度」の導入、2020年 4月

男性の育児参画に関する研修の実施2021年 1月
「ダイバーシティ推進部」の設置、2021年 4月

社長による「男性育休100%」宣言2021年 5月
出産予定日の3カ月前までに会社へ出産予定を連絡するルール2022年 4月

図表１ 大王製紙の主なダイバーシティ推進策

図表２ 育休取得フロー等を
まとめた通称『パパ読本』
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